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4月
で
す
 

新
し
い
こ
と
は
じ
め
ま
せ
ん
か
！
 

　
な
に
か
を
始
め
た
い
人
、
新
し
い
自
分
を
発
見
し
た
い
人
、
仲
間
が
ほ
し
い
人
、
社
会
と
接
点
を
持
ち
た
い
人
…
 

Y
W
C
A
を
の
ぞ
い
て
み
ま
せ
ん
か
？
　
Y
W
C
A
は
、
ア
ッ
ト
ホ
ー
ム
な
雰
囲
気
の
中
、
さ
ま
ざ
ま
な
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
行
っ

て
い
ま
す
。
き
っ
と
あ
な
た
に
ぴ
っ
た
り
な
「
な
に
か
」
が
み
つ
か
る
は
ず
で
す
。
各
地
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
の
一
部
を
紹
介

し
ま
す
。
（
連
絡
先
は
3面
に
掲
載
）
 

釧
路
 

弘
前
 

札
幌
 

函
館
 

仙
台
 

福
島
 

新
潟
 

浦
和
 

甲
府
 

東
京
 

横
浜
 

湘
南
 

平
塚
 

静
岡
 

名
古
屋
 

京
都
 

大
阪
 

神
戸
 

呉
 

広
島
 

福
岡
 

長
崎
 

沖
縄
 

熊
本
 
松
山
 

浜
松
 

Y
W
C
A
（
ワ
イ
・
ダ
ブ
リ
ュ
・
シ
ー
・
エ
ー
／
Y
oung W

om
en’s C

hristian A
ssociation）

は
、
キ
リ
ス
ト
教
を
基
盤
に
、
世
界
中
の
女
性
が

言
語
や
文
化
の
壁
を
越
え
て
力
を
合
わ
せ
、
女
性
の
社
会
参
画
を
進
め
、
人
権
や
健
康
や
環
境
が
守
ら
れ
る
平
和
な
世
界
を
実
現
す
る
国
際
N
G
O

で
す
。
1855年

英
国
で
始
ま
り
、
今
で
は
日
本
を
含
む
120あ

ま
り
の
国
と
地
域
で
、
約
2500万

人
の
女
性
た
ち
が
活
動
し
て
い
ま
す
。
 

松
山
Y
W
C
A
キ
ラ
ラ
理
科
教
室
と
愛
媛
大

学
教
育
学
部
理
科
教
室
の
共
催
で
、
小
・
中

学
校
の
先
生
の
た
め
の
講
演
と
ワ
ー
ク

シ
ョ
ッ
プ
を
企
画
、
準
備
中
で
す
。
５
月
中

旬
に
開
催
し
ま
す
。

リ
サ
イ
ク
ル
バ
ザ
ー
、
日
本
語
教
室
、
日
本

人
家
族
の
紹
介
、
国
際
隣
人
会
、
コ
ー
ラ
ス
、

聖
書
の
学
び
、
朗
読
（
録
音
）、
チ
ャ
リ

テ
ィ
ー
バ
ザ
ー
、
P
D
Y
Y
Y
（
若
者
の
集
い
）、

憲
法
を
考
え
る
勉
強
会

「
古
典
の
会
」
―
第
２
土
曜
日
の
午
前
中
、

市
立
図
書
館
を
会
場
に
、
石
井
由
起
夫
先
生

の
指
導
で「
太
平
記
」の
講
読
を
し
て
い
ま
す
。

高
齢
者
福
祉
施
設
を
定
期
的
に
訪
問
し
心
の

交
流
を
深
め
る
／
児
童
福
祉
施
設
を
訪
問
し

交
流
す
る
／
Y

’S
カ
フ
ェ
を
運
営
し
地
域
の

人
々
と
共
に
活
動
す
る
ス
ペ
ー
ス
を
提
供
、

フ
ェ
ア
ト
レ
ー
ド
商
品
を
広
め
る
。

http://w
w
w
.yw
ca.or.jp/̃yw

ca0037/

 http://w
w
w
.nagoya-yw

ca.or.jp/

女
性
の
た
め
の
カ
ウ
ン
セ
リ
ン
グ
、
子
育
て

中
の
女
性
の
た
め
の
講
座
、D
V
被
害
女
性
の

た
め
の
ま
ち
か
ど
サ
ロ
ン
、
視
覚
障
が
い
者

と
と
も
に
楽
し
む
美
術
ガ
イ
ド
、
語
学
教
育

（
英
語
・
日
本
語
・
教
師
養
成
）

http://hiratsukayw
ca.fc2w

eb.com
/

★
子
育
て
応
援
講
座
－
親
子
が
楽
し
く
参
加

で
き
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
づ
く
り
　
★
ハ
ン
グ
ル

講
座
－
言
葉
だ
け
で
な
く
、
韓
国
の
歴
史
や

文
化
を
学
ぶ
　
★
憲
法
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ
－

ア
ク
シ
ョ
ン
に
繋
げ
る

Y
W
C
A
の
基
盤
で
あ
る
聖
書
研
究
会
（
現

在
創
世
記
）、
昨
今
の
時
事
問
題
と
「
靖
国

問
題
」
を
テ
キ
ス
ト
に
勉
強
会
、
他
団
体
と

憲
法
を
守
る
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
共
働
。
リ
サ
イ

ク
ル
・
バ
ザ
ー
も
予
定
。

http://w
w
w
.kobe.yw

ca.or.jp/

平
和
・
女
性
の
エ
ン
パ
ワ
メ
ン
ト
・
地
域
福

祉
（
高
齢
者
・
子
育
て
・
野
宿
者
支
援
）・

ホ
ー
ム
ヘ
ル
プ
サ
ー
ビ
ス
な
ど
元
気
に
活
動
。

国
際
理
解
を
め
ざ
し
た
日
本
語
教
育
・
外
国

語
ク
ラ
ス
を
行
っ
て
い
ま
す
。

http://osaka.yw
ca.or.jp/

国
際
、
平
和
・
環
境
、D
V
被
害
者
支
援
、
子

育
て
支
援
、
青
少
年
活
動
、
N
G
O
・
N
P
O

リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
養
成
プ
ロ
グ
ラ
ム
等
を
展

開
。
専
門
学
校
で
は
日
本
語
教
育
全
般
を

行
っ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.yw
ca.or.jp/kyoto/

外
国
籍
の
人
た
ち
の
た
め
の
支
援
プ
ロ
グ
ラ

ム
／
多
文
化
共
育
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
日
本
語
教

室
／
親
と
子
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
／
平
和
学
講
座

／
リ
サ
イ
ク
ル
セ
ー
ル
／
H
IV
と
共
に
生
き

る
人
た
ち
へ
の
配
食
サ
ー
ビ
ス
等

〒
１０２‐００７４
東
京
都
千
代
田
区
九
段
南
４‐８‐８

蕁
０３‐３２６４‐０６６１

 F
A
X
 ０３‐３２６４‐０６６３

　
　
　
http://w

w
w
.yw
ca.or.jp

事
務
所

「
静
岡
Y
W
C
A
９
条
の
会
」
毎
月
第
１
火
曜

静
岡
市
女
性
会
館
ア
イ
セ
ル
２１
に
て
。

な
か
な
か
言
い
出
せ
な
い
意
見
・
質
問
を
！

身
近
な
人
に
ど
の
よ
う
に
伝
え
る
か
な
ど
考

え
ま
す
。

http://sendai.yw
ca.or.jp/

「
小
鳩
サ
ロ
ン
」－
子
育
て
の
悩
み
を
幼
児
教

育
の
専
門
家
や
ベ
テ
ラ
ン
・
マ
マ
さ
ん
が
相

談
に
応
じ
ま
す
。
子
連
れ
参
加
、
大
歓
迎
！
 

楽
し
く
お
茶
を
い
た
だ
き
な
が
ら
、「
子
育

て
ネ
タ
」
を
話
し
ま
し
ょ
う
。

今
、
函
館
Ｙ
で
大
人
気
の
プ
ロ
グ
ラ
ム
は
、

「
う
た
い
続
け
て
」
で
す
。
月
に
一
度
１
時

間
ひ
た
す
ら
歌
い
ま
す
。
口
こ
み
で
楽
し
さ

が
伝
わ
り
、
今
で
は
毎
月
１００
名
近
く
の
地

域
の
方
が
Y
W
C
A
を
訪
れ
て
い
ま
す
。

http://w
w
w
.hakodate.yw

ca.or.jp/

★
例
会
（
月
１
度
）
＝
礼
拝
・
憲
法
学
習

★
ハ
ン
グ
ル
講
座
（
月
２
回
）

★
核
燃
阻
止
運
動
・
市
民
集
会
（
５
・
３
と

２
・
１１
）
へ
連
帯
協
賛
・
諸
署
名
活
動
等

聖
書
研
究
で
は
生
活
に
役
立
つ
ヒ
ン
ト
に
出

会
え
ま
す
。
社
会
問
題
勉
強
会
は
憲
法
な
ど

身
近
な
事
柄
と
つ
な
げ
て
学
び
考
え
て
い
き

ま
す
。
ホ
ー
ム
パ
ー
テ
ィ
ー
や
わ
く
わ
く
コ

ン
サ
ー
ト
も
あ
り
！

文
学
講
座
「
万
葉
集
」　
講
師
：
山
野
清
二

郎
先
生
（
前
埼
玉
大
学
教
授
）　
日
時
：
毎

月
第
２
・
４
火
曜
日
午
前
１
時
半
～
３
時
半
。

文
学
講
座
は
３５
年
目
に
入
り
、
現
在
は
万
葉

講
座
を
６
年
間
継
続
中
。

甲
府
Y
W
C
A
で
は
第
２５
回
原
爆
絵
画
展
を

８
月
７
日
～
１０
日
甲
府
市
内
の
山
梨
県
民
会

館
地
下
展
示
場
に
て
開
催
。「
つ
た
え
て
い

こ
う
ヒ
ロ
シ
マ
・
ナ
ガ
サ
キ
」
を
テ
ー
マ
に

核
廃
絶
と
平
和
を
訴
え
ま
す
。

毎
月
第
３
木
曜
に
「
５００
円
玉
１
個
講
座
」

を
開
催
。
テ
ー
マ
：
５
月
Tシ
ャ
ツ
染
、
６
月

ア
ロ
マ
、
７
月
英
語
で
読
書
、
９
月
「
伊
勢

物
語
」
講
座
、１１
月
書
道
で
年
賀
状
、１２
月

リ
ー
ス
作
り
、
１
月
初
釜

お
茶
の
水
の
会
館
の
他
４
カ
所
の
地
域
セ
ン

タ
ー
と
８
つ
の
地
域
ル
ー
ム
で
、
平
和
・
人

権
・
環
境
を
守
る
活
動
が
で
き
ま
す
。
相
談

活
動
や
子
育
て
・
留
学
生
・
障
が
い
児
・
高

齢
者
支
援
活
動
な
ど
。

http://w
w
w
.tokyo.yw

ca.or.jp/

http://w
w
w
16.ocn.ne.jp/̃yw

ca/

【
英
語
で
多
文
化
理
解
】
外
国
人
ゲ
ス
ト
か

ら
世
界
中
の
文
化
を
英
語
で
聞
く
【
ぽ
か
ぽ

か
広
場
】
未
就
園
児
の
親
子
つ
ど
い
の
広
場

【
テ
ィ
ー
ル
ー
ム
よ
こ
は
ま
】
ミ
ニ
プ
ロ
グ

ラ
ム
を
楽
し
む
シ
ニ
ア
サ
ロ
ン

聖
書
の
会
―
キ
リ
ス
ト
教
基
盤
を
皆
で
学
び

合
う
会
／
キ
ル
ト
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
会
―

H
IV
/A
ID
S
感
染
乳
児
に
お
く
る
み
を
作
っ

て
贈
る
会
／
ほ
っ
と
ス
ペ
ー
ス
な
の
は
な
―

親
子
で
ほ
っ
と
一
息
つ
い
て
…

★
自
分
を
大
好
き
に
な
る
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

★
土
の
顔
料
で
型
染
め
ワ
ー
ク
シ
ョ
ッ
プ

★
ゆ
ん
た
く（
お
し
ゃ
べ
り
）カ
フ
ェ（
毎
月

第
３
土
曜
日
１４
時
～
１７
時
）

・
キ
リ
ス
ト
教
講
座
 「現
代
社
会
と
キ
リ
ス
ト
教
」

・
歴
史
講
座
 「長
崎
の
歴
史
に
生
き
た
女
た
ち
」

・
た
の
し
い
英
会
話
教
室
→
初
級
と
中
級

・「
会
員
デ
ー
」
→
散
策
・
作
る
・
食
べ
る

http://w
w
w
.yw
ca.or.jp/fukuoka/

年
少
者
日
本
語
支
援
・
母
と
子
支
援
・
市
民

で
平
和
構
築
・
日
韓
交
流
理
解
・
キ
リ
ス
ト

教
基
盤
理
解
・
女
性
の
自
立
（
リ
ー
ダ
ー

シ
ッ
プ
育
成
・
社
会
参
加
）・
福
祉
ボ
ラ
ン

テ
ィ
ア
・
春
バ
ザ
ー
4/21

朗
読
グ
ル
ー
プ
「
夾
竹
桃
」
が
「
こ
の
子
た

ち
の
夏
」
を
上
演
。
お
む
つ
作
り
「
て
の
ひ

ら
」
や
碑
め
ぐ
り
学
習
会
が
被
爆
地
広
島
に

あ
る
Y
W
C
A
の
存
在
意
義
と
被
爆
の
実
相

を
伝
え
る
目
的
で
学
習
を
し
て
い
ま
す
。

呉
市
民
平
和
講
座
、
聖
書
を
読
む
会
、
に
ん

じ
ゃ
ク
ラ
ブ
、
英
語
で
七
夕
、
ハ
ロ
ウ
ィ
ー

ン
パ
ー
テ
ィ
、
卒
業
進
級
お
め
で
と
う
コ
ン

サ
ー
ト
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4
APR. 2007

　
「
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
っ
て
ヤ
ン
グ
じ
ゃ
な
い
！
」
こ
の
一
文
か

ら
始
ま
る
こ
と
を
お
許
し
い
た
だ
け
ま
す
か
。
東
京
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ
の
会
員
、
女
性
の
人
権
委
員
会
の
委
員
と
な
っ
て
2

年
が
経
ち
ま
す
。
職
場
が
武
蔵
野
市
に
あ
る
た
め
武
蔵
野

セ
ン
タ
ー
と
の
つ
な
が
り
は
あ
り
ま
し
た
が
具
体
的
に
何

を
や
っ
て
い
る
と
こ
ろ
な
の
か
は
わ
か
り
ま
せ
ん
で
し
た
。

元
々
「
女
性
の
人
権
」
よ
り
も
「
私
自
身
の
生
き
づ
ら

さ
」
を
強
く
感
じ
て
い
た
た
め
、
こ
の
生
き
づ
ら
さ
は
ど

こ
か
ら
来
る
の
か
？
と
さ
ま
ざ
ま
な
本
を
読
ん
だ
り
、
考

え
て
い
た
こ
と
が
女
性
の
人
権
委
員
会
へ
入
る
き
っ
か
け

と
な
り
ま
し
た
。
世
間
か
ら
は
「
子
ど
も
は
産
ん
で
お
い

た
方
が
い
い
」
や
「
そ
ろ
そ
ろ
結
婚
は
？
」
と
言
わ
れ
始

め
る　

代
後
半
で
す
。

20

　

委
員
に
な
っ
た
当
初
は
最
年
少
だ
っ
た
た
め
、
年
上
の

委
員
を
前
に
恐
れ
お
の
の
い
て
（
？
）
い
ま
し
た
し
、

「
若
い
」
と
い
う
だ
け
で
期
待
さ
れ
る
の
は
辛
い
な
ぁ
と

感
じ
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
、
私
に
と
っ
て
こ
の
2
年
間

は
実
に
濃
密
な
時
間
で
し
た
。
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で
学
ん
だ
こ
と

は
「
大
人
の
立
ち
居
振
る
舞
い
」
で
す
。
言
葉
遣
い
か
ら

物
事
の
考
え
方
・
捉
え
方
・
人
と
の
距
離
の
と
り
方
な
ど
、

一
つ
ひ
と
つ
が
学
び
で
し
た
。

　
　

年
も
の
長
き
に
わ
た
り
活
動
し
て
き
た
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
。

100
こ
の　

年
に
ど
れ
だ
け
の
女
性
た
ち
が
関
わ
っ
て
き
た
の

100

で
し
ょ
う
か
。
女
性
た
ち
が
手
を
取
り
合
い
活
動
し
て
い

く
と
い
う
団
体
は
他
に
あ
り
ま
せ
ん
。

　
「
ヤ
ン
グ
が
い
な
い
」
と
い
う
書
き
出
し
か
ら
始
ま
り

ま
し
た
が
、
年
を
重
ね
た
方
々
が
培
っ
た
「
粘
り
強
さ
」

と
若
い
人
が
持
っ
て
い
る
「
瞬
発
力
」
が
合
わ
さ
れ
ば
、

私
た
ち
を
取
り
巻
い
て
い
る
さ
ま
ざ
ま
な
問
題
も
解
決
の

方
向
へ
と
導
け
る
と
確
信
し
て
い
ま
す
。
脈
々
と
続
い
て

い
る
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
信
念
（
コ
コ
ロ
）
を
私
た
ち
は
引
き
継

い
で
次
の
世
代
へ
つ
な
げ
ま
せ
ん
と
ね
。
今
、
歩
み
を
止

め
た
ら
明
日
は
な
い
。
そ
ん
な
思
い
で
今
後
も
活
動
し
て

い
こ
う
と
思
っ
て
い
ま
す
。 

（
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
員
）

天
野
日
佐
恵

　

心
の
バ
ト
ン
、

 

　

引
き
継
い
だ
！　

京YMCA“liby”ができて、２００７年度で１０年を迎えます。そしてこの種の活動に関わり始めてから、早い

ものでもう１５年にもなります。これまで本当にいろいろな家族・子どもや若者たちと関わってきました。

できたと思えることもあるかもしれませんが、それ以上にできなかったと思えることが多くあります。そうした

一つひとつの関係も、すべて神様が赦され完全にして下さっている、こうした信仰が、すべての源にあります。

今日はそうした拙いさまざまな出会いを通して、最近の若者に対して感じていること、考えることについて書か

せて頂ければと思っています。

在の若者が置かれている状況をどう見るか、意見の分かれるところではありますが、私はある一面を次の

曲に見ることができると思っています。

「偽りの中でウソの微笑（え）み浮かべて生きる人を

 幼き自分と重ねてみてため息つく　

 どんな色にも染まらない『黒』になろうと誓った　

 I　believe　myself　信じることですべてが始まる気がするの」

　これは絢香の“I　believe”という曲です。多くの人は「偽りの中でウソの微笑み浮かべて生き」ている、そ

して彼女も子どものころ－と言っても小学校高学年から中学校くらいなのでしょうが－そうやって生きてきた。

そしてそれは「ため息」をつくような、どちらかというとネガティブな状況で、そこから逃れるために「どんな

色にも染まらない『黒』になろう」と誓う。「I　believe　myself　自分自身を信じること」それで「すべてが始

まる気がする」。本当に自分を信じることで打開できるかどうか、私はこの年になっても確証が持てません。し

かし多くの若者は、このフレーズに共感を覚えているのでしょう。

　こうしたフレーズは、驚くなかれ、あの Mr．Childrenの「未来」という曲にもあります。

「そして今僕の目の前に横たわる先の知れた未来を

 変えてみせると　この胸に刻みつけるよ

 自分を信じたなら　ほら未来が動き出す」

代の違う、この２人が共に、「自分自身を信じることで未来が動く」と歌っていることには、驚かずには

いられません。なぜ、今、若者は、このフレーズに共感するのでしょう。

　私はそれを「空気読めよ！」の裏返しと感じています。つまり、日ごろの人間関係の中では、一生懸命に空気

を読んで、まわりに気を遣って生きている。少し出るとたたかれるのではないかと臆病になり、自分を発揮する

とその後のみんなの反応が怖いからと、寡黙になる。どういう自分を出せばいいのか、どの言葉を拾い、どの言

葉を流せばいいのか良くわからない。そうした混乱状態の中で、「自分を信じて動き出せ！」というメッセージ

は、実際にできるかどうかは別にして、現状を打開してくれそうな可能性のあるメッセージとして、若者たちに

届いているのではないでしょうか。いじめやネット上でのモラルの低下は、そうした若者たちのはけ口から来て

いることもあるのではないでしょうか。“liby”は、若者たちに対する前提から離れ、若者たちとの出会い直しに

よってこのような前提となる仮説を繰り返し作り続けることで、若者たちから受け入れられている気がします。

　今、伝統的な青少年団体に求められているのは、今まで考えてきた「子ども観」をちょっと横において、今、

目の前にしている一人ひとりの青少年と出会い直すことが最も求められていることではないかと思います。

＊東京YMCA“liby（リビー）”…let it be at the YMCA of Tokyoの略。「不登校」、「いじめ」、「殺傷事件」、「ニート」などいわゆる「子ど

もの問題」に対して、その本質をみすえ、子どもの立場でその解決を図っていこうと、関係者との議論の中から生まれました。

東

現

世

１８５５年にイギリスに誕生したYWCAは、以来１５０

年間にわたり、女性と少女がリーダーシップを発

揮してよりよい社会へと変革するために活動して

きました。今では１２０以上の国・地域で２５００万人

の仲間が、YWCAネットワークを生かして、他の

国際機関とも協力し、難民問題やHIV/AIDSなど

の問題を解決するためにリーダーシップを発揮し

ています。
　

２００３年以来、「変革の力」グローバルキャンペー

ンを広めるために、世界YWCA日に世界各地で

世界朝食会を開催しています。グローバルキャン

ペーンでは、世界中で協力して２５００万米ドルの

基金を創設し、変革を導く女性や少女をエンパ

ワーするという最優先課題に使われます。
　

＊日本YWCAでは「グローバル基金」への募金は終了して
います。

４月２４日は世界YWCA日です



The Young Women's Christian AssociationNo.661 22007年4月1日 1946年6月25日  第三種郵便物認可 

　

私
は
、
昨
年
１
年
間
、
ジ
ュ
ネ
ー

ブ
に
あ
る
世
界
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で
イ
ン

タ
ー
ン
と
し
て
働
き
ま
し
た
。
今
回

は
総
集
編
と
し
て
、
こ
れ
ま
で
あ
ま

り
触
れ
て
こ
な
か
っ
た
オ
フ
ィ
ス
の

日
常
に
つ
い
て
、
印
象
に
残
っ
て
い

る
場
面
を
い
く
つ
か
お
伝
え
し
た
い

と
思
い
ま
す
。

い
つ
も
ほ
っ
こ
り
、

広
報
・
活
動
推
進
部

　

私
が
配
属
さ
れ
た
こ
の
部
署
は
、

私
を
含
め
４
人
。
オ
ー
ス
ト
ラ
リ
ア

か
ら
来
た
部
長
の
ミ
ッ
シ
ェ
ル
、
助

成
金
・
募
金
担
当
の
ア
メ
リ
カ
人
の

ジ
ョ
イ
ス
、
ケ
ニ
ア
か
ら
世
界
総
会

に
向
け
て
即
戦
力
と
し
て
抜
擢
さ
れ

た
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
担
当
の
カ
ブ
ロ
。

主
な
仕
事
は
、
世
界
Ｙ
の
発
行
物
の

作
成
、
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
、
デ
ー
タ
ー

ベ
ー
ス
の
管
理
、
助
成
金
申
請
等
で

す
。
私
は
こ
の
中
で
、
主
に
、
デ
ー

タ
ー
ベ
ー
ス
の
管
理
、
国
連
へ
の
請

願
書
の
作
成
・
発
表
に
関
わ
り
ま
し

た
。
広
報
部
は
１
階
の
応
接
室
の
隣
。

開
放
的
な
空
間
の
中
、
産
休
明
け
で
、

て
ん
て
こ
舞
い
の
は
ず
な
の
に
、
ど

ん
な
時
も
ふ
わ
っ
と
明
る
い
ミ
ッ

シ
ェ
ル
、
い
つ
も
気
の
効
い
た

ジ
ョ
ー
ク
で
場
を
明
る
く
し
て
く
れ

る
ジ
ョ
イ
ス
、
年
齢
や
音
楽
の
趣
味

が
近
く
、
い
つ
も
夜
遅
く
ま
で
一
緒

に
残
っ
て
仕
事
を
し
て
い
た
カ
ブ
ロ
。

こ
の
３
人
の
お
陰
で
、
私
は
、
本
当

に
の
び
の
び
と
仕
事
を
さ
せ
て
も
ら

え
ま
し
た
。

来
客
も
国
際
色
豊
か　

　

世
界
Ｙ
オ
フ
ィ
ス
に
は
、
１
年
を

通
じ
て
色
々
な
方
が
や
っ
て
き
ま
し

た
。
主
に
、
Ｕ
Ｎ
Ａ
Ｉ
Ｄ
や
Ｕ
Ｎ
Ｉ

Ｃ
Ｅ
Ｆ
な
ど
の
国
連
機
関
や
そ
の
他

の
事
業
パ
ー
ト
ナ
ー
の
方
が
打
ち
合

わ
せ
で
訪
れ
た
り
、
関
係
団
体
・
各

国
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
方
が
活
動
報
告
に
来

ら
れ
た
り
等
、
ま
さ
に
多
種
多
様
で

し
た
。
こ
の
よ
う
な
方
々
か
ら
直
接

お
話
を
聞
く
機
会
を
得
て
、
改
め
て
、

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
は
国
連
機
関
を
は
じ
め
、

さ
ま
ざ
ま
な
国
際
機
関
と
心
を
一
つ

に
し
、
社
会
変
革
の
担
い
手
と
な
る

若
い
女
性
の
リ
ー
ダ
ー
シ
ッ
プ
力
向

上
の
た
め
に
、
日
々
邁
進
し
て
い
る

の
だ
な
と
感
じ
ま
し
た
。

世
界
を
駆
け
巡
る
ス
タ
ッ
フ　

　

こ
こ
で
は
、
月
に
１
〜
２
回
ス

タ
ッ
フ
会
議
が
開
か
れ
る
の
で
す
が
、

私
の
お
気
に
入
り
は
出
張
報
告
タ
イ

ム
。
総
幹
事
は
も
ち
ろ
ん
、
他
の
ス

タ
ッ
フ
も
会
議
や
他
国
Ｙ
の
訪
問
で

忙
し
く
出
入
り
を
し
て
い
ま
し
た
。

主
な
も
の
を
挙
げ
て
み
て
も
、
ト
ロ

ン
ト
で
行
わ
れ
た
第　

回
国
際
エ
イ

１２

ズ
会
議
で
の
発
表
、
バ
チ
カ
ン
で

ロ
ー
マ
法
王
と
謁
見
、
中
国
Ｙ
・
イ

タ
リ
ア
Ｙ
の
視
察
、
ア
ッ
シ
ジ
、
ケ

ニ
ア
、
エ
ル
・
サ
ル
バ
ド
ル
、
パ
リ
、

オ
ス
ロ
、
メ
キ
シ
コ
で
の
各
種
国
際

会
議
の
出
席
等
。
こ
の
報
告
タ
イ
ム

で
は
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が
世
界
で
ど
の
よ

う
な
役
割
を
果
た
し
て
い
る
の
か
を

肌
で
感
じ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

ち
な
み
に
、
私
は
ア
ル
バ
ニ
ア
Ｙ
Ｗ

Ｃ
Ａ
を
訪
問
し
ま
し
た
。

「
Ｙ
は
人
な
り
」

　

こ
の
言
葉
は
、
京
都
Ｙ
で
幾
度
と

な
く
聞
き
、
心
に
残
っ
て
い
ま
し
た
。

し
か
し
、
ジ
ュ
ネ
ー
ブ
で
の
経
験
を

通
し
て
、
こ
の
言
葉
は
よ
り
強
く
私

の
中
に
響
く
よ
う
に
な
り
ま
し
た
。

総
幹
事
の
ム
シ
ン
ビ
を
は
じ
め
、
す

べ
て
の
ス
タ
ッ
フ
、
元
職
員
の
方
々
、

そ
し
て
各
地
で
出
会
っ
た
、
他
国
の

Ｙ
で
活
躍
し
て
い
る
若
者
メ
ン
バ
ー
、

そ
の
一
人
ひ
と
り
が
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
を
誇

り
に
思
い
、
い
つ
の
時
代
も
、
先
見

の
明
を
持
っ
て
女
性
が
直
面
す
る
問

題
を
取
り
上
げ
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が
社
会

変
革
の
媒
体
と
し
て
女
性
た
ち
と
共

に
歩
ん
で
き
た
か
ら
こ
そ
、
現
在
の

Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
が
あ
る
の
だ
な
と
実
感
し

ま
し
た
。
ま
た
、
同
時
に
、
日
本
で

活
動
さ
れ
て
い
る
皆
さ
ん
の
こ
と
も
、

幾
度
と
な
く
思
い
ま
し
た
。
皆
さ
ん

が
地
元
の
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
で
行
わ
れ
る
プ

ロ
グ
ラ
ム
や
会
議
等
に
出
か
け
ら
れ

た
と
き
、
そ
の
足
跡
は
一
筋
の
軌
跡

と
な
っ
て
、
ち
ゃ
ん
と
ジ
ュ
ネ
ー
ブ

に
つ
な
が
っ
て
い
ま
す
。「
Ｙ
は
人

な
り
」。
私
も
、
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
の
一
員

と
し
て
、
こ
れ
ま
で
の
経
験
を
生
か

し
、
皆
さ
ん
と
一
緒
に
変
革
の
力
を

紡
い
で
い
け
れ
ば
と
思
い
ま
す
。

京
都
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ　

福
嶋
由
里
子 ムシンビ・カニョロ総幹事（左）とミッシェル（右）と

（◎担当理事　★担当常任委員　☆責任者） 全国総会 

中央委員会 理事会 
◎鈴木伶子 

財政部会 
◎鹿野幸枝 

公益法人制度改革に 
対応する部会 
◎中村紀子 

建物管理部会 
◎唐闢旬代 

常任委員会 
（役員会） 

常任理事／総幹事 
候補者選考委員会 

◎鈴木伶子 

候補者選考 
委員会 

理事／監事候補者 
選考委員会 

地域YWCA 
★役員会 

学校（中高）YWCA 
★俣野尚子・寺嶋公子 

全国幹事会（代表幹事会） 

ミッション&ビジョン展開 
★荒木紀子・勝美恵・藤原玲子・ 
　横山由美子・竹内友紀・三股まさ子・ 
　石井摩耶子・（俣野尚子） 

公益法人新法への対応 
（公益法人制度改革に対応する部会と協働） 
　　　★石井摩耶子・万年禮 

ファンドレイジング 
★池上三喜子・三股まさ子 

 コミュニケーション＆ 
　 ネットワーキング 
★松浦裕子・俵恭子・福嶋由里子・ 
　実生律子・西文子 

マネージメント 

財務委員会 ★俣野尚子 

会計 ★寺嶋公子 

指導者養成基金運営委員会 
 ★石井摩耶子 

人事委員会 ★実生律子 

　幹事養成小委員会 
 ☆谷川いづみ（大阪Y総幹事） 

広報委員会 ★松浦 

 

国際コミュニケーションチーム 
 ★俵・福嶋 

 

編集委員会 ★実生・西 

ビジョン2015委員会 
 ★藤原・横山・荒木・勝・竹内・（俣野） 

ひろしまを考える旅 
準備委員会  ☆遠藤真理  ★三股 

日韓青年交流プログラム 
　  実行委員会 ★竹内07年 

世界Y総会準備委員会 
 ★石井 

＊　コミュニケーション＆ネットワーキング：YWCAの広報の役割を担う3つの部署を設置し、適宜情報交換を行うなど協力体制を持ちながら、それぞれの作業に当たる。 
＊　ファンドレイジング：広報やビジョンの委員会と連携しつつ、資金調達のノウハウの研究と具体的活動の展開を行う。 
＊　ミッション＆ビジョン：総会期3年間の活動計画をもとに、各プログラムの中での具体的展開を目指す。2007年は特に①平和／憲法　②女性のリーダーシップに重点を置く。 

The Young Women's Christian Association No.6613 2007年4月1日 1946年6月25日  第三種郵便物認可 

　

春
の
光
に
包
ま
れ
て
日
が
な
一
日
、
仲
間
と
大
好
き
な
こ
と
を
繰
り
返
し
工
夫
し
な
が
ら
遊
び
、「
光

の
子
と
し
て
歩
み
な
さ
い
。
光
か
ら
あ
ら
ゆ
る
善
意
と
正
義
と
真
実
が
生
じ
る
の
で
す
」
と
声
を
合
わ
せ

て
暗
唱
し
て
い
た　

名
の
子
ど
も
た
ち
が
卒
業
の
時
を
迎
え
、　

余
の
小
学
校
に
進
み
ま
す
。
柔
ら
か
く
、

７８

１０

暖
か
く
、
ゆ
っ
く
り
と
を
合
言
葉
に
子
ど
も
た
ち
に
寄
り
添
い
、
父
母
が
無
理
な
場
合
は
私
た
ち
で
ひ
き

受
け
よ
う
と
、
子
ど
も
た
ち
の
自
立
へ
の
歩
み
を
さ
ま
ざ
ま
に
助
け
、
励
ま
し
支
え
て
の
日
々
で
し
た
。

　
「
壊
れ
る
子
ど
も
た
ち
」
と
い
う
特
集
を
組
ん
だ
冊
子
を
読
み
、
子
ど
も
た
ち
が
進
学
す
る
義
務
教
育

の
現
場
を
想
像
し
、
心
穏
や
か
な
ら
ぬ
も
の
が
あ
り
ま
す
。
そ
の
上
、
日
ご
と
新
聞
や
テ
レ
ビ
の
伝
え
る

国
政
主
導
の
教
育
改
革
の
あ
れ
こ
れ
や
、
す
で
に
「
心
の
ノ
ー
ト
」
な
る
も
の
で
子
ど
も
た
ち
の
心
の
支

配
が
着
々
と
進
め
ら
れ
て
い
る
こ
と
と
も
合
わ
せ
て
、
抗
う
術
を
持
た
な
い
弱
く
小
さ
な
者
た
ち
が
「
壊

さ
れ
て
い
く
」
と
い
う
恐
れ
を
感
じ
ざ
る
を
得
ま
せ
ん
。

　

今
年
も
間
も
な
く
私
た
ち
は
主
の
復
活
の
日
を
迎
え
ま
す
。
復
活
の
主
は
、「
わ
た
し
は
あ
な
た
た
ち

よ
り
先
に
ガ
リ
ラ
ヤ
に
行
く
。
そ
こ
で
会
お
う
」
と
言
わ
れ
ま
し
た
。
教
育
の
現
場
が
私
た
ち
の
ガ
リ
ラ

ヤ
で
あ
る
今
、
打
つ
手
な
し
、
と
早
々
に
あ
き
ら
め
ず
、
復
活
の
主
に
希
望
を
託
し
、
各
々
の
持
ち
場
で
、

子
ど
も
た
ち
を
生
か
す
方
途
を
探
っ
て
い
く
者
で
あ
り
た
い
。

 

田
口
美
穂
（
東
京
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ
会
員
、
鶴
川
シ
オ
ン
幼
稚
園
園
長
）

「
さ
あ
、
行
っ
て
、
弟
子
た
ち
と
ペ
ト
ロ
に
告
げ
な
さ
い
。『
あ
の
方
は
、
あ
な

た
方
よ
り
先
に
ガ
リ
ラ
ヤ
へ
行
か
れ
る
。
か
ね
て
言
わ
れ
た
と
お
り
、
そ
こ
で

お
目
に
か
か
れ
る
』
と
」。 

（
マ
ル
コ
に
よ
る
福
音
書　
　

章
７
節
）

１６

ご
協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
す

賛
助
費
（
以
下
敬
称
略
）

小
川
和
子　

濱
口
裕
子　

寺
島
千
都
子

岡
野
フ
ミ
子　

岡
野
房
枝　

玉
生
邦
子

湯
口
恵　

平
塚
Ｙ
Ｗ
Ｃ
Ａ

一
般
寄
付

菅
野
美
智
子　

ク
リ
ス
マ
ス
献
金

日
本
基
督
教
団
聖
ケ
丘
教
会　

日
本
キ

リ
ス
ト
教
団
静
岡
教
会　

日
本
基
督
教

団
千
葉
教
会　

日
本
基
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…中学校・高校のクラブ活動の一環として、ボラ

ンティア活動や聖書の勉強などを行っています。

毎年夏には、地域ごとのカンファレンスが開かれ、

中高YWCA会員が交流し、リーダーシップが

育っています。
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校

とわの森三愛高等学校

北星学園女子高等学校

遺愛女子中学校／高等学校

弘前学院聖愛高等学校

宮城学院高等学校

尚絅学院女子中学校／高等学校

山形学院高等学校

女子聖学院中学校／高等学校

東洋英和女学院中学部／高等部

女子学院中学校／高等学校

捜真女学校中学部／高等学部

フェリス女学院中学校／高等学校

横浜共立学園中学校／高等学校

横浜英和女学院中学校／高等学校

山梨英和中学校／高等学校

静岡英和女学院中学校／高等学校

北陸学院中学校／高等学校

金城学院中学校／高等学校

同志社女子中学校／高等学校

大阪女学院中学校／高等学校

梅花中学校／高等学校

プール学院中学校／高等学校

啓明学院中学校／啓明女学院高等学校

日ノ本学園中学校／高等学校

広島女学院中学校／高等学校

松山東雲中学校／高等学校

福岡女学院中学校／高等学校

活水中学校／高等学校

ルーテル学院中学校／高等学校

連　

絡　

校

アレセイア湘南中学校／高等学校

明治学院高等学校

清水国際中学校／高等学校

折尾愛真高等学校

翻訳ボランティア募集　

　翻訳ボランティアとして登録し、ご自宅で英語から日本語あるいは

日本語から英語への翻訳をお手伝いしてくださる方を募集しています。

お時間のあるときに、世界のYWCAの情報に触れることのできるお

仕事です。関心のある方は、日本YWCA（担当・東）までお問合せ

ください。

募集期間：２００７年７月末日まで

連絡先：E-mail：office-japan@ywca.or.jp　TEL：０３-３２６４-０６６１

あなたの声を伝えよう！
　

　安倍首相は、「憲法改正国民投票法案」を

５月３日までに成立させようと気合を入れて

います。これは、改憲への筋道を作り出す重

要法案です。有効投票数の数をなるべく少な

い人数で決めようとか、公務員や教育者の意

見表明を禁止したり、逆に資金力があればコ

マーシャルの垂れ流しが可能になるなど、問

題の多い法案です。国会議員に、あるいは地

方選挙があるこの４月、「ちょっと待った！」

とあなたの声を伝えましょう。マスコミの政

治日程に惑わされないで下さい。決めるのは

あなたです。 ビジョン２０１５委員会

FAXTEL住　　所〒地域YWCA

　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）釧路

兼０１１‐７２８‐８０９０札幌市北区北７条西６丁目
北海道クリスチャンセンター内０６０‐０８０７札幌

０１３８‐５４‐９５４８０１３８‐５１‐５２６２函館市松陰町１‐１２０４０‐０００３函館
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）弘前

０２２‐２６５‐９３１００２２‐２２２‐９７１４仙台市青葉区上杉２‐１‐１０９８０‐００１１仙台
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）福島

兼０４８‐８３１‐６４４８さいたま市浦和区常盤５‐１０‐６３３０‐００６１浦和
０３‐３２９３‐５５７００３‐３２９３‐５４２１千代田区神田駿河台１‐８１０１‐００６２東京
０４２２‐５３‐１４３６０４２２‐５２‐３８８１武蔵野市中町１‐１９‐１６１８０‐０００６　武蔵野センター

０３‐５９１４‐１８５６０３‐５９１４‐１８５４板橋区坂下１‐３４‐２５１７４‐００４３　板橋センター

０４２４‐８２‐２４４８０４２４‐８３‐５１５１調布市国領７‐１１‐１１８２‐００２２　国領センター

０３‐３２６８‐４４５２０３‐３２６８‐４４５１新宿区市ヶ谷砂土原町３‐１‐１１６２‐０８４２　砂土原センター

０４５‐６６２‐０９２６０４５‐６８１‐２９０３横浜市中区山下町２２５２３１‐００２３横浜
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）湘南

兼０４６３‐２１‐１９９０平塚市八重咲町２４‐３１２５４‐０８１１平塚
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）甲府
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）新潟
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）静岡
　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）浜松

０５２‐９６１‐７７１９０５２‐９６１‐７７０７名古屋市中区新栄町２‐３４６０‐０００４名古屋

０７５‐４３１‐０３５２０７５‐４３１‐０３５１京都市上京区室町通
出水上ル６０２‐８０１９京都

０６‐６３６１‐２９９７０６‐６３６１‐０８３８大阪市北区神山町１１‐１２５３０‐００２６大阪
０６‐６８７２‐０５０３０６‐６８７２‐０５２７吹田市古江台３‐９‐３５６５‐０８７４　大阪YWCA千里

０７８‐２３１‐６６９２０７８‐２３１‐６２０１神戸市中央区二宮町１‐１２‐１０６５１‐００９３神戸
兼０８２‐２４１‐５３１３広島市中区大手町４‐３‐１０７３０‐００５１広島
０８２３‐２１‐２５１４０８２３‐２１‐２４１４呉市幸町３‐１７３７‐００２８呉
兼０８９‐９３５‐５１９１松山市大街道３‐２‐２４７９０‐０００４松山
０９２‐７１２‐２５１５０９２‐７４１‐９２５１福岡市中央区舞鶴２‐８‐１５８１０‐００７３福岡

０９５‐８２４‐４３３４ファックスのみ長崎市銀屋町１‐５
長崎銀屋町教会気付８５０‐０８５４長崎

兼０９６‐３４６‐３４１９熊本市黒髪２‐２７‐２１
花陵会館内８６０‐０８６２熊本

　　　　　（日本YWCAにお問い合わせ下さい）沖縄

地域YWCA連絡先 （２００７.３現在）

…全国２６のYWCAが地域のニーズに応えた活動を展開して
います。（４面参照）


